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東京多摩川の水質データ５年分（1997～2001）を用いて河川の上流・中流・下流

を示す水質パラメータの抽出することを試みた。2000 年よりいくつかのパラメー

タの観測結果が発表されなくなったが、それの妥当性も検討する。 
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１．はじめに：河川の上流・中流・下流を示す水質パラメータを抽出するために、東京都環境局の「公

共用水域および地下水の水質測定結果」[1]に掲載の多摩川のデータを用いた。1997 年から 1999 年の

３年分（17 地点の水質に関する 12 種類のパラメータ）について解析した結果は The Journal of 
Chemical Software, Vol. 8, No. 1 で報告した。今回は 2000 年と 2001 年のデータを追加し、その後の

動向を把握する。 
２．データと解析プログラム：追加した 2000 年と 2001 年のデータには、前回の報告に用いた 12 種類

のパラメータのうち、Cl－と COND のデータがいくつかの観測地点で記載されていなかった（なぜこの

２つが測定項目から外れたのかは分析担当機関である国土交通省に問い合わせ中である）。また、17
地点のうち、１地点（調布取水点（中流））は廃止されていた。そこで、まず、前回の報告で用いた 12
種類のパラメータと今回用いる 10 種類パラメータでの解析結果では違いが生じるかをみるために、前

回の 3 年分のデータでの比較を行なった。その後、5 年分（16 地点の 10 種類のパラメータ）について



解析した。分析方法としては、前回と同様、主成分分析にはエクセル統計[2]を用いた。ニューラルネッ

トワークシミュレータは、我々が開発中の Neco[3]を用いた。 
３．主成分分析の結果：1997 年から 1999 年の 3 年分のデータで、Cl－と COND を除いた 10 種類のパ

ラメータを用いた主成分分析では、第一主成分の寄与率が 71.3％、第二主成分の寄与率は 9.3％となり

（12 種類のパラメータを用いた場合は 61.0％と 20.1％）、10 種類のバラメータで主成分分析をかけた

方が第一主成分の寄与率がより高い結果となった。もちろん Cl－と COND のデータを加えた 12 種類の

パラメータで分析を行なったほうが中流と下流の分類が明確である。だが、全体的には 10 種類のパラ

メータでも充分分類が可能であった。 
5 年分のデータの 10 種類のバラメータを用いた主成分分析の結果、第一主成分の寄与率は 72.6％、

第二主成分の寄与率は 9.2％、第三主成分の寄与率は 6.9％、第四主成分の寄与率は 5.7％である。第一

主成分と第二主成分における 16 地点の主成分得点を用いた K-L プロットを Figure 1 に示した。Figure 
1 をみると、第一主成分では、上流と中流・下流の分類が可能であり、中流と下流は分離できていない。

他方、第二主成分では 98 年を除くと上流・中流と下流が大まかに分離されている。 
Figure2 と Figure3 に 5 年分のデータ

に対する第一主成分と第二主成分の主成

分負荷量を示した。Figure2 と Figure3
をみるとすべてのパラメータがほぼ同じ

重みで寄与していることがわかる。そこで

主成分分析では 10 種類のパラメータのう

ち上流・中流・下流の分類に大きな寄与を

するパラメータの抽出はできないことが

わかった。  -3
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  Figure1.the K-L plot of component score 
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Figure2.Sorted coefficients in the first principal  Figure3.Sorted coefficients in the second principal 
component                                    component 
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